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主な内容● ●

喜多方社会福祉協議会公式

本所（喜多方）

熱塩加納支所

塩川支所

山都支所

高郷支所

喜多方市総合福祉センター 毎週火・金曜日
午前9：30～11：30

毎月第２火曜日
午前9：30～11：30

毎週金曜日
午前10：00～11：30

毎月１回
第３または第４火曜日
午前10：00～11：30

毎月1回第４水曜日
午前10：00～11：30

保健福祉センター夢の森

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

山都保健センター

高郷公民館

「おもちゃ図書館」は、お子様がのびのびと、身体を思いっきり動かして

大きなおもちゃや絵本などで元気に楽しく遊べる自由参加スペースです。

七夕やクリスマスなど、季節ごとの行事を親子で一緒に楽しめます。

情報交換の場としてもぜひご利用下さい！

写真：喜多方市総合福祉センターのおもちゃ図書館
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平成29年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算
<社会福祉事業会計　収支内訳> 〈単位：千円〉

収　　　　　入
　会費収入 3,200
　寄付金収入 16,476
　市補助金収入 65,844
　県社協補助金収入 72
　共同募金・歳末たすけあい配分金収入 9,287
　受託金収入 269,661
　利用料収入 17,255
　負担金収入 1,217
　介護保険事業収入 377,728
　障害福祉サービス等事業収入 7,900
　受取利息配当金収入 406
　その他の収入 68,923
　前期末支払資金残高 9,627
　　　　合　　　　　計 847,596

支　　　　　出
法人運営事業区分 191,597
地域福祉推進事業区分 236,798
介護保険事業区分 351,872
障がい者総合支援事業区分 426
地域包括支援センター事業区分 66,848
災害ボランティアセンター事業区分 55
　　　　合　　　　　計 847,596
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社協「賛助会員」
加入のお願い

　本協議会では、地域の皆様一人ひと
りの主体的な参加と協力によって、福
祉活動を推進するために会員制度を取
り入れております。
　皆さまからいただく会費は、地域に
密接した様々な福祉事業に活用させて
いただいております。
　福祉の応援団として、皆さまのご理
解とご協力をお願いいたします。
※申込みにつきましては、
本協議会の本所・支所へ
お問合せ下さい。

　昨年度は９行政区へ交付し、高齢者等のいきが
いづくり事業に役立てていただきました。
　今年度も交付事業を継続して実施いたします。

事　業　名 交付限度額
高齢者ミニサロン 12,000円
子育てミニサロン 12,000円
世代間交流事業 6,000円
福祉等に関する講座 6,000円
健康づくり等講習会 6,000円

◦申請者は行政区長となります。
◦申請にあたっては要件がありますので、詳細は
本所・支所までお問合せ下さい。

社協からの交付金を活用し
地域福祉事業を実施してみませんか！！
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塩川
地区「おもちゃ図書館」に新しいおもちゃが加わりました

毎週金曜日に開館しています
「おもちゃ図書館」に新しいおもちゃが加わりました
毎週金曜日に開館しています

◆ド・レ・ミで、ぴょんぴょん◆
ドレミの音階に分かれて
いるディスクを、曲想に
合わせて踏むと演奏がで
きます。遊び方も工夫次
第で楽しめます。

◆お店屋さんコーナー◆
「いらっしゃいませー。ご注文は、何にいたします
か？」お店屋さんごっこのコー
ナーでは、お友だちとの楽しい
やりとりが聞こえてきそうです。
みなさん遊びに来てください。

喜多方
地区

　社会福祉協議会では資源回収を福祉事業に還元するエ
コボランティア活動を実施しています。この活動に寄せられ
たプルタブとアルミ缶は６年間で2,000㎏を超え、そのリサ
イクルの益金で車いすと歩行器を購入しました。この車いす
と歩行器は、本会の施設利用者用として、また車いすが一
時的に必要となる市民への貸出を行うなど地域福祉向上
のために活用されます。
　これからも、この“エコボラン
ティア”を推進してまいりますの
で、気軽にできるボランティア活
動にご協力をお願いいたします。

エコボランティアで
　　地域福祉の向上に！
エコボランティアで
　　地域福祉の向上に！

熱塩加納
地区

　ふれあい福祉協議会では、隣近所の方々が集まって
お茶飲みばなしとゲームを楽しんで、笑うことや話すこ
とで、健康の維持を目的とした『ふれあい茶話会』を実
施しています。
　1回2時間として開催していますが、時間はあっという
間に過ぎ、次回の開催が待ち遠しいという方がほとんど
です。
　写真は、3月に開催した岩
尾行政区の茶話会でレクリ
エーション協会講師の指導で
ゲームをしているところです。

『ふれあい茶話会』
楽しんでます！
『ふれあい茶話会』
楽しんでます！

お 知 ら せ － information －

○センター会員が心をこめて作った作品の展示販売（通常価格の30％off）
○体験教室（陶芸、織物、手芸、押し花） 申し込み受付中！
○お楽しみ出店多数あります
○楽しいアトラクションもあります
○送迎バスも運行します（お問い合わせください）

【問合せ先：喜多方市高齢者生産活動センターTEL 0241-24-2297】

日 時：平成29 年 6月 4日（日）　９：30～14：00
場 所：喜多方市高齢者生産活動センター
　　　 （岩月町宮津字火付沢3567－1）

是非
ご来場
ください！

～喜多方市高齢者生産活動センターからのお知らせ～

行き　センター（８：50発）～①北町公園～②コープ東店～③市立図書館～④喜多方駅～
　　　⑤諏方神社～⑥コメリ松山店～⑦JA会津よつば喜多方支店～⑧センター（９：35）

帰り　センター（３：00発）　行きと逆コース
※曜日により多少コースが変更になることがあります。

送迎バス運行コース

きたかた社協だより vol.42 p12 の高齢者生産活動センター新会員募集の中で、送迎バス運行コースの停車場所の文字間違いがあり
ました。訂正したものを再掲載いたします。

第３3回センターまつり開催します第３3回センターまつり開催します
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高郷
地区 バチの迫力にビックリ！！！！バチの迫力にビックリ！！！！
　西会津町上野尻地区でボランティア活動をしている
「銭太鼓」の皆さん。
　息のあったバチさばきのパフォーマンスもさることなが
ら、本当の太鼓を叩くという訳ではありません。何と！！塩
ビパイプの中に５円玉を入れたお手製のバチを使用し、
振ったり、回したり、時には床を叩いたりしてバチからカ
チャカチャと音を出します。バチの音が響き渡りデイルー
ム内はお祭りの様な賑わいで大いに盛り上がりました。

山都
地区 健康を守る講習会開催健康を守る講習会開催

　3月3日、山都保健センターにおいて、山
都地区ふれあい福祉協議会主催の『健康
を守る講習会』を開催しました。
　講習会は2部構成で実施し、前半はビ
デオ上映を交えながら『地域における高
齢者支援に役立つ知識と技術』について、
後半は認知症予防体操を行いました。講
話・体操ともに楽しく、終始和やかな雰囲
気で学ぶことができました。

介護ワンポイント講座

バスルームで入浴バスルームで入浴

〔参照〕絵で見るゆうゆう介護「寝たきり」を防いで自立する老後を監修／鎌田ケイ子

◆まひがあると、お湯の温度を感じないこともあるので、
お湯の温度を確認し、まず肩からお湯をかけます。
◆浴槽に入るときは、一旦バスボードなどに腰をかけてい
ただきます。
◆片足ずつ浴槽に入っていただき、両足が入ったら、ゆっ
くり湯船に入っていただきます。
◆洗髪は手早く、体が冷えないようにします。
　自分でできるところは、自分で洗ってもらいます。
◆もう一度浴槽に入ってから、あがり湯をかけて体を拭き
ます。

寝たきりでも、からだは汚れます。入浴や部分浴、清拭などでさっぱりしましょう。
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　仕事や生活、お金のことなどでお困りの方の相談窓口を平成27年４月から開設しています。
　平成29年４月からは家計相談支援が始まりました。債務などで家計に課題を抱える方に、相
談者自ら家計の管理ができるように相談支援や債務整理に向けた関係機関へのつなぎなどを
行い、早期に生活が改善されるよう支援を行います。

ご相談・お問い合わせは  TEL.0241－23－3231 喜多方市生活サポートセンター まで（喜多方市総合福祉センター内）

① まずはお電話ください。相談日時を決めます。（来所、訪問希望に応じます）
② 相談内容を整理し、利用できる制度などないか検討します
③ 一緒に解決策を考え、動きます（窓口・手続き等の同行支援）
　生活に困窮されている状況が少しでも改善するよう一緒に考えます。

　地域包括支援センターの本所（喜多方市総合福祉センター内）では、
第2・第4水曜日に17時15分～19時30分まで相談窓口を延長して電話・
来所相談を実施します。（訪問による相談対応は実施しておりません。）
　平日の日中はご都合がつかない方もいらっしゃると思います。どうぞ
お気軽にご相談ください。

生活サポートセンターからのお知らせ生活サポートセンターからのお知らせ

秘密は厳守します。相談は無料です。

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”
　地域包括支援センターは、高齢者の方が住
み慣れた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
　市役所、介護サービス事業所、病院、警察署
など関係機関と連携して困りごとの解決に努
め、地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　
元気を応援

！！
元気を応援

！！
元気を応援

！！

相談窓口延長のお知らせ

●熱塩加納サブセンター  TEL.0241-36-2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内
●塩川サブセンター  TEL.0241-28-1253
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内
●山都サブセンター  TEL.0241-38-3139
　山都高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内
●高郷サブセンター  TEL.0241-44-7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

相 談 日：月曜日から金曜日
　　　　（土日・祝祭日・時間外の緊急時は、
　　　　  携帯電話での対応となります。）
相談時間：8時30分～17時15分

●本所（喜多方市総合福祉センター内)
　TEL.0241-21-8856

※現在、サブセンターでは相談窓口の
延長は実施しておりません。

5月

6月

7月

第２水曜日

10日

14日

12日

第４水曜日

24日

28日

26日

相談窓口延長の予定

地域包括支援センターでは、保健師・経験のある看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャーが
介護に関する心配ごとや悩み、健康や医療、介護保険や福祉などのご相談に応じております。

介護のことで
悩んでいる。
自分の体調も
つらい…。

【ご相談・お問い合わせ】

喜多方市地域包括支援センター

こんな不安や困りごとはありませんか？

隣の1人暮らしの
おじいちゃん、

最近見かけないけど
大丈夫かしら。

足腰が弱ったから、
体操をして

元気に過ごしたい

もの忘れが
増えたように感じる。
認知症のことを
教えて欲しい。
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一
郎
（
米
、
野
菜
50
㎏
）

〈
山
都
地
区
〉

・
高
野　
　

進

・
物
江　
　

誠

（
紙
パ
ン
ツ
、
タ
オ
ル
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

衣
類
、
毛
糸
な
ど
）

・
匿　
　
　

名�

（
お
手
玉
）

〈
高
郷
地
区
〉

・
西
黄
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
雑
巾
40
枚
）

上
町
東
区	

遠
藤
　
俊
子

花
園
町	

菅
原
　
宏
司

関
柴
町
上
高
額	

佐
藤
　
洋
一

松
山
町
坂
井	

佐
藤
　
芳
市

寺
町
一
区	

鈴
木
　
勝
俊

豊
川
町
長
尾	

花
見
　
　
敏

熊
倉
町
熊
倉
下	

渡
部
美
知
代

松
山
町
村
松
第
三
区	

赤
城
　
英
雄

熊
倉
町
高
柳	

山
本
　
時
雄

上
三
宮
町
見
頃	

渡
部
　
広
行

神
奈
川
県
相
模
原
市	

冨
田
　
優
二

熊
倉
町
川
前	

齋
藤
　
久
雄

福
島
市	

佐
野
　
恒
彦

松
山
町
清
水
台	

小
林
　
俊
広

岩
月
町
下
台	

菊
地
　
良
一

慶
徳
町
松
野	

生
江
　
　
勉

神
奈
川
県
横
浜
市	

大
塚
　
久
雄

塗
物
町	

菊
地
　
賢
一

幸
町	

猪
浦
　
正
男

松
山
町
吉
志
田	

田
中
　
　
寛

新
町	

佐
藤
　

子

寺
町
二
区	

長
澤
　
保
幸

ひ
ば
り
が
丘	

長
谷
川
一
郎

塗
物
町	

北
見
　
聡
美

豊
川
町
高
吉
二
区	

大
竹
　
弘
喜

豊
川
町
太
郎
丸	

近
　
　
正
勝

関
柴
町
下
柴	

小
林
　
繁
雄

豊
川
町
長
尾	

湯
上
美
喜
男

関
柴
町
関
柴	

中
森
　
和
雄

下
町
北
部	

荒
井
　
一
雄

熊
倉
町
辻	

唐
橋
傳
一
郎

宮
城
県
仙
台
市	

佐
藤
　
孝
志

松
山
町
北
桜
ガ
丘	

横
山
良
志
久

東
四
ツ
谷	

青
山
　
邦
夫

上
町
東
区	
佐
藤
　
　
勉

菅
原
町	
長
澤
　
　
弘

熊
倉
町
熊
倉
上	
今
井
　
　
浩

郡
山
市	

長
澤
　
文
隆

関
柴
町
上
高
額	

小
原
富
美
子

松
山
町
坂
井	

長
澤
　
辰
子

関
柴
町
中
里	

鈴
木
　
　
稔

上
三
宮
町
譲
屋	

花
積
　
幸
典

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区	

松
下
　
忠
広

下
町
南
部	

武
藤
　
武
志

塗
物
町	

阿
部
　
範
子

関
柴
町
三
城
目	

赤
城
　
忠
男

北
町	

東
海
林
和
宏

慶
徳
町
松
野	

荒
川
　
勝
彦

宮
城
県
仙
台
市	

佐
藤
　
雅
子

上
三
宮
町
下
三
宮	

田
中
　
敏
彦

松
山
町
坂
井	

田
中
弥
一
郎

上
町
東
区	

上
原
　
洋
一

塗
物
町	

鈴
木
　
千
佳

東
四
ツ
谷	

大
島
　
　
武

松
山
町
百
目
二
貫
分	

清
水
　
久
也

北
町	

菅
沼
嘉
一
郎

慶
徳
町
豊
岡	

岩
崎
　
光
芳

熊
倉
町
金
沢	

澤
崎
　
哲
哉

菅
原
町	

澤
田
　
　
強

関
柴
町
平
林	

渡
部
　
晴
夫

熊
倉
町
熊
倉
上	

川
瀬
　
範
夫

田
中	

山
口
　
保
夫

下
根
岸	

遠
藤
　
克
美

栗
生
沢	

小
林
　
俊
一

半
在
家	

岩
下
　
孝
喜

新
崎	

檜
澤
　
善
市

日
中	

花
見
　
　
清

半
在
家	

岩
下
　
隆
一

鷲
田	

山
本
　
　
清

千
葉
県
浦
安
市	

田
中
　
久
雄

鷲
田	

長
谷
川
治
子

岩
尾	

田
部
　
輝
雄

中
川
原	

大
野
　
　
一

日
中	

猪
俣
　
公
希

岩
尾	

二
瓶
　
庄
也

鷲
田	

平
林
　
新
一

田
原	

川
崎
　
セ
ツ

竹
屋	

藤
井
　
広
扶

西
常
世	

穴
沢
　
芳
子

上
江	

湯
浅
　
英
明

12
区	

土
屋
　
　
登

新
井
田
谷
地	

夏
井
　
慶
志

東
鎧
召	

佐
野
　
圭
一

下
窪	

春
日
部
昌
一

能
力	

柏
木
　
　
諭

高
木	

宗
像
　
芳
美

大
沢	
江
花
　
康
正

能
力	
佐
々
木
博
徳

貝
沼　

	
福
地
　
義
久

田
中	

大
堀
　
弘
一

会
津
若
松
市	

太
田
ミ
チ
子

上
遠
田	

小
熊
　
武
久

大
木	

平
田
　
藤
光

貝
沼	

蓮
沼
　
謙
一

紙
子	

鈴
木
　
豊
記

13
区	

角
田
　
和
哉

宮
ノ
目	

堀
部
　
義
恒

馬
場
新
田	

五
十
嵐
浩
幸

中
道
地	

木
村
チ
エ
子

大
沢	

大
場
　
常
行

反
田	

中
川
　
一
浩

深
沢	

大
竹
　
善
信

大
木	

上
野
　
幸
子

7
区	

齋
藤
　
正
文

御
殿
場
団
地	

石
井
　
和
也

上
遠
田	

星
　
健
一
郎

上
遠
田	

五
十
嵐
昭
一

賢
谷	

笠
井
　
　
實

舘
原	

横
山
　
治
男

上
林	

佐
藤
セ
ツ
子

堂
山	

物
江
　
　
誠

三
ツ
山	

貝
沼
ス
ミ
子

宮
月	

日
下
　
幸
一

本
木	

遠
藤
　
儀
一

広
野	

小
澤
　
弘
通

一
ノ
木	

渡
部
　
伸
洋

川
隅	

川
原
田
又
兵
衛

堂
山	

今
井
　
弘
美

本
木	

小
澤
　
大
介

舘
原	

五
十
嵐
　
昇

広
野	

高
橋
　
一
成

田
中	

齋
藤
　
利
雄

川
井	

後
藤
　
裕
司

峯
利
田	

長
谷
川
潤
一

夏
井	

小
林
　
　
満

田
中	

國
分
　
　
進

田
中	

棚
木
　
一
良

お
詫
び
と
訂
正

社
協
だ
よ
りvol.

42 

の
Ｐ
11
の
ご
遺

志
に
よ
る
寄
付
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

誤　

喜
多
方
地
区

慶
徳
町
宮
中	

瓜
生
　
重
男
様

　
　
　

↓

正　

喜
多
方
地
区

慶
徳
町
豊
岡	
瓜
生
　
重
男
様

喜
多
方
地
区

熱
塩
加
納
地
区

塩
川
地
区

山
都
地
区

高
郷
地
区

一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
29
年
１
月
1
日
〜
３
月
31
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

「平成28年熊本地震」災害義援金の御礼とご報告
熊本地震により被害を受けられた皆様には、心よりお見舞申し上げます。

喜多方市社会福祉協議会では平成28年４月14日より断続的に発生した熊
本地震により被害を受けられた方 を々支援するため、義援金の受付を実施
いたしました。
皆様からお預かりした義援金は、下記のとおりとなりましたので報告させ

ていただきます。

義援金総額　　　７６９,６８６円
（平成２８年４月１５日〜平成２９年３月３１日受付）

寄せられた義援金は、日本赤十字社及び共同募金会
を通じ被災者へ配分されます。
皆様の温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるととも

に、被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げま
す。

喜多方市社会福祉協議会

熊本県

【
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
】

※
順
不
同
・
敬
称
略

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ＞

　

・
本
田
金
属
技
術（
株
）

�

喜
多
方
工
場

・
小
桧
山
善
子

・
慶
徳
小
学
校

・
高
郷
小
学
校

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
ご
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
皆
様
に

は
、
以
下
の
点
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
金
属
類
（
ア
ル
ミ
、
鉄
等
）

や
ビ
ン
、
缶
は
混
ぜ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

②
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
キ

ャ
ッ
プ
は
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

③
シ
ー
ル
は
で
き
る
だ
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

④
汚
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
は
で
き

る
だ
け
洗
い
、
乾
燥
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

資
源
回
収
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級相当）

昼コース…６月下旬開催予定（週３～４日）
夜コース…７月中旬開催予定（週２日）

詳細が決まりましたら、本会ホームペー
ジや新聞折込広告等でお知らせします。

今年度も昼・夜 各コース実施します！

平
成
29
年
度

『
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
』の
ご
案
内

　
社
会
福
祉
に
対
す
る
関
心
と
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、市
民
の
皆
様
を
対
象
と

し
た『
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
』を
開
催
し
ま
す
。

　
全
講
座
と
も
聴
講
は
無
料
で
す
。

　
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
下
さ
い

・
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

・
３
講
座
す
べ
て
を
受
講
い
た
だ
い
た
方
に
は
、修
了
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

会

　

  

場

：

喜
多
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー
ル
）

第
一
講

 

平
成
29
年
7
月
5
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

講
座
名
　『
腰
痛
予
防
に
つ
い
て
』　
　

 

講
　
師
　
白

　土

　
　
　修
　 
氏

 
 

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

 
 

整
形
外
科･

脊
椎
外
科
学
講
座
　
教
授
　
　

第
二
講

 

平
成
29
年
7
月
12
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

講
座
名
　『
み
ん
な
で
参
加
す
る
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
』

 

講
　
師
　
岡

　野

　貴

　代
　 

氏

 
 

公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

 
 

新
地
域
支
援
事
業
担
当
リ
ー
ダ
ー
　
　

第
三
講

 

平
成
29
年
7
月
19
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

講
座
名
　『
う
ま
い
話
に
ご
用
心
！
』

 
 

一
緒
に
考
え
よ
う
！
日
本
の
お
さ
い
ふ
ク
イ
ズ

 
 

講
　
師
　
福
島
財
務
事
務
所
職
員

　この事業は、ご家庭で要介護者を介護されている市民の皆さまを対象に、
介護者同士の交流や研修の場を提供し、心身のリフレッシュをしていただ
くことを目的に実施いたします。
○日帰りリフレッシュ
　日　時：平成29年７月13日（木）
　出　発：9：00・帰　着：16：00（予定）
　行き先：いわき市
　負担金：2,500円
内　容：日本有数の漁港・いわき市小名浜湾内を観光遊覧船に乗って、

クルーズへ出かけましょう。
昼食は新鮮な海の幸を堪能。新鮮な魚介をいっぱい買って大満足！

　募集人員：35名
　申込期限：平成29年５月８日（月）～６月23日（金）

※申込みは先着順とし、定員になり次第、受付を締めらせて
いただきますのでご了承下さい　

対 象 者　介護保険による要支援、要介護の認定を受けている市内在住
の方を在宅で常時介護している市民の方

参加申込み　
①参加される方のお名前　②ご住所　③電話番号　
④担当の介護支援専門員　⑤介護を必要とされている方のお名前　
⑥介護度

　以上の内容を下記のいずれかに電話でお申込みください。
喜多方市社会福祉協議会　TEL 0241-23-3231
•熱塩加納支所　0241-36-3112　 　•塩川支所　0241-27-3948
•山 都 支 所　0241-38-3100 　　•高郷支所　0241-44-7111
地域包括支援センター0241-21-8856でも受付いたします。
募集締切後、参加される方には詳しい内容をご通知いたします。

※一泊リフレッシュ事業については、8月発行の「きたかた社協だより」でお
知らせいたします。

　なお、日帰り・一泊のいずれか1回のみの参加となります。

平成29年度家族介護者リフレッシュ事業

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。

在宅で介護をしているみなさん！
介護から離れて、リフレッシュしてみませんか？
在宅で介護をしているみなさん！
介護から離れて、リフレッシュしてみませんか？

参加者
募集

•介護の仕事に就きたい
•資格は無いけど自分に介護の仕事ができるかな
•ブランクが長くてちょっと自信がない
　このような方々の不安解消や、就職のお手伝いを
するために、介護の職場体験事業を実施していま
す。２～３日市内の介護施設・事業所等で職場体験
ができます。是非ご利用ください。
　詳細は下記までお問合せください。

介護の職場体験事業
＜体験希望者募集中＞

喜多方市社会福祉協議会 福祉課　電話23-3231

お 知 ら せ － information－

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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